
ジェンダーギャップ０プロジェクト（女性の起業・経営支援） 【京都府】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 7,862 千円

交付金額 5,114 千円

事業番号 ２

京都府における起業家に占める女性割合は全国で22.3%
のところ、京都府では22.7%と全国を極わずかに上回って

いるが、依然として低調であり、継続して起業に向けた支
援を実施する必要がある。

連携団体名：輝く女性応援京都会議（23団体）

京都府、京都市、京都労働局、京都商工会議所、京都商工会議所女性会、
京都府商工会議所連合会、京都府商工会議所女性会連合会、京都府商工
会連合会、京都府中小企業団体中央会、京都府中小企業女性中央会、一
般社団法人京都経営者協会、一般社団法人京都経済同友会、公益社団法
人京都工業会、京都府商工会女性部連合会、一般社団法人京都中小企業
家同友会、日本労働組合総連合会京都府連合会、国際ソロプチミスト京都、
国際ゾンタ京都クラブ、公益財団法人大学コンソーシアム京都、日本政策金
融公庫、公益財団法人21世紀職業財団関西事務所、京都府男女共同参画
センター、京都市男女共同参画センター

起業スタート支援への参加者数 目標50人→実績51人(達成度102%)
参加者のうち、起業した者の割合 目標50%→実績84.9% (達成度170%)

経済団体等と行政（京都府・京都市・京都労働局）の連携による「輝く女性応
援京都会議」（女性活躍推進法に基づく協議会）を母体として、京都府の女性
活躍の推進、男女がそれぞれ抱える様々な問題の解消へ向けた総合的取組
を各団体と連携し実施する。

令和5年12月に改定した「京都府子育て環境日本一推進戦略」に基づき、優

れた起業アイデアを持った女性の経済的自立、社会参画を促し、様々な分野
で活躍する女性起業家を育成することで、社会の仕組みや価値観の変革に
取り組み、性別に関わらず誰もが輝ける風土づくりに取り組んだ。

〇セミナーによる女性の起業のスタート支援及び専門家による個別相談・伴
走支援を通じ事業展開を支援
〇女性起業家の表彰・交流会の実施

〇金融機関と連携したセミナーや交流会等を通じ、女性起業家のネットワー
ク構築を支援

本事業を通じて、女性起業家のニーズをとらえた支援を
実施することができた。また、女性の起業が多様な働き
方の一つとして、また、女性の視点や能力を活かした社
会の活性化のために重要であることを広く社会に発信す
ることにより、女性活躍の推進に係る気運醸成の一助と
なった。

〇女性の起業スタート支援については参加者の満足度が高く、今
後起業を目指す、または起業直後の女性起業家への支援として継
続的に実施していく必要があるが、支援を求めている者に適切に情
報が届くような周知・広報を図っていく必要がある。

〇女性が起業するに当たっての課題として「ロールモデルの不足」
を上げる参加者が多く、「女性起業家間の交流機会を増やしてほし
い」というニーズもあるため、今後は、女性起業家のコミュニティー
形成支援についてより重点的に取り組んでいく必要がある。



事業の概要

起業アイデアを持った女性の社会参画を促し、女性起業家の裾野を拡げるため、アイデア
のブラッシュアップから顕彰・事業化まで支援を実施した。

【京都女性起業家賞の実施】
・募集期間：令和6年6月1日～8月31日
応募総数：３４件

・授賞式：令和７年３月３日（月）
・交流会：令和７年３月３日（月） 参加者58名

【女性起業家のアイデアブラッシュアップ支援】
女性起業家賞応募者を対象に、起業アイデアを

ビジネスモデルとして構築するための収支計算、
将来設計等ならびに事業計画書の書き方や資料の
作り方等について、個別面談による指導を実施。

支援者数：延べ５１人
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